
　京都の地場百貨店藤井大
丸の7階メンズファッションフ
ロアに、“本来あるべき選択
肢”をもたらす「めがね舎スト
ライクBASEMAN」が4月7日
にオープンした。＊現在は当
面の期間臨時休業中。
　一般的な眼鏡店は、何十
本、何百本ものフレームを店
内に並べ、たくさんの既製品
の中から一本を選んでもらう
スタイルが主流。しかし、同店
の店頭には、わずか10～20本
ほどの眼鏡しかディスプレイさ
れていない。
　その代わり、内装の主役と
なるのが、BARをイメージし
たカウンター。顧客とじっくり
対話ができるように、椅子も
用意している（時には本当に、
ハイボールやビールを無償で
提供する）。
　同店は、日本の眼鏡業界に
『ビスポーク』という文化を根
付かせるための活動を続けて
きた「めがね舎ストライク」初
の姉妹店となる。「対話」と

「オーダーメイド」
を軸に、顧客に“ど
真ん中”の一本を

提案することをコンセプトにしている。
　ビスポークの語源は、Be spoke（対
話）。日本ではよく「オーダーメイド」とも
訳される。同じファッション業界でも、
スーツや革靴の店では、顧客の嗜好や
体格に合わせてオーダーメイド・カスタ
ムメイドを行う文化が古くから定着し
ている。
　しかし、「眼鏡」だけは、その文化から
取り残されてきた。「人の顔は一人ひと
り違うのに、既製品の中から自分に合
いそうなものを選ぶしかない」という状
況を抜け出せずにいた。
　こうした経緯から、『めがね舎ストラ
イク』は、販売のプロフェッショナルによ
る「対話型の提案」と、自社で育てたデ
ザイナー・職人たちによる「オーダーメ
イド」を掛け合わせることで、『ビスポー
ク』という本来あるべき選択肢を眼鏡
業界にもたらそうとしている。

なぜ、オーダーメイドは難しいのか？

　長年、「眼鏡では、オーダーメイドと
いう業態は成り立たない」と言われてき
た。
　眼鏡づくりの現場では、機械による量

産化や、工程ごとの分業化がかなり進
んでいるため、一本ごとに柔軟にフレー
ムを作り替えることが技術的にも採算
的にも難しいという事情がある。また、顔
につけるアイテムのため“似合う・似合わ
ない”の判断がよりセンシティブになり、
返品・キャンセルのリスクも高くなる。
　『めがね舎ストライク』は、こうした障
壁を乗り越えて、顧客に“ど真ん中”の
一本を提案するために、2016年2月に
日本では珍しい「工房併設型の眼鏡
店」として神戸・北野に誕生。販売のプ
ロフェッショナルが対話を通して顧客
の想いや個性をくみ取り、同じ店内に
ある工房でデザイン・製造までを一気
通貫で行うことで、これまでの分業制
による限界を乗り越え、作り手の顔が
見える眼鏡、そして、本当にその人に似
合う“ど真ん中”の眼鏡を届けてきた。
　その姉妹店第一号の『めがね舎スト
ライク BASEMAN』は、ビスポークだ
からこそ提案できる眼鏡を、より多くの
地域へ届けるために生まれた。BASE-
MANとは、店に立つ店主のことを表
し、眼鏡販売の第一線で経験を積んだ
メンバーだけがBASEMANとして店舗
に立つことができる。野球でいう一塁
手や二塁手のように「塁を守る人」とい
う意味もある。大切な拠点を守れる人、
ビスポークという文化を一緒に広げて

いける人、そして、
顧客との対話に
よって自身のちから
で信頼と喜びを築
ける人であってほ

しいという願いが込められている。

BASEMANの想い

　「この眼鏡は、似合いませんね」。目
指すのは、顧客に対して笑顔でそう言
える店。ほんとうに似合う眼鏡を提案し
抜くという覚悟が、一人ひとりにあるか
らである。
　人はみんな、顔も、好みも、生き方も
違うのに、眼鏡屋は既製品という枠の
中で、なんとか答え合わせをしようとし
てきた。
　『めがね舎ストライク BASEMAN』
は、そんな慣習に挑み、胸を張って顧客
に紹介できる眼鏡だけを店頭に陳列す
る（それはごく僅かな本数）。既成のもの
にそれが無ければ、一からデザインをつ
くりあげる。ストライク初の姉妹店とし
て、より多くの人たちに向けて、ビスポー
クという眼鏡文化を発信していく。

　オーダーメイド企業の㈱ケイ・ウノ は、WEB会議ツール「Zoom」（無料）
を利用した「オ
ンライン接客
サービス」を4
月21日から開
始。自宅でコン
シェルジュと
対面で会話し

ながらジュエリーの相談ができ、デザイ
ン提案や注文、配送までをオンライン
で完結することを可能としている。
　オンライン接客サービスは、「秋に挙
式を控えている。自宅で結婚指輪のデ
ザインを相談したい」、「結婚10周年
に、想い出に残るようなオーダーメイド
ジュエリーを作りたい」、「子どもの一歳
の誕生日に、ベビージュエリーをプレゼ
ントしたい」など、ジュエリーの購入を
検討している人に向けたサービス。完
全予約制で、希望日の2日前までに予

約。各日12時と16時からの2部制と
なっている。
　また、外出自粛の要請に伴いケイウノ
では、専属デザイナーが顧客の要望に
合わせてデザイン画を提案する「おうち
で無料デザイン依頼」サービス、ジュエ
リーに関する様々な相談・質問にコン
シェルジュが返答する「LINE相談窓
口」サービスを提供するほか、オリジナ
ルデザインの婚約指輪・結婚指輪、
ファッションジュエリーをオンライン
ショップで取り扱っている。
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　「メガネスーパー」を運営する㈱ビ
ジョナリーホールディングス（東京都中
央区、代表取締役社長：星崎尚彦）は、
4月7日に政府が発令した緊急事態宣
言に伴い、新たな対応策を策定し、グ
ループ全社で即時実施した。
　メガネ・コンタクトレンズ・補聴器は
生活必需品であるという考えに基づ
き、一部の店舗の営業時間変更・休業
を除き、緊急事態宣言期間でも日本全
国で安全確保を最優先とした上で店

舗運営を継続している。
　一方で、外出に不安のあ
る人を含め店舗への来店
が困難な人を対象に、「訪
問出張サービス」、「店舗へ
の送迎サービス、メガネ・
補聴器の指定先までのお
渡しサービス」、「お買い物
代行サービス（4月6日から

の 新 サ ー ビ
ス）」、「コンタク
トレンズ電話・
WEB受注、配
送サービス」も

グループ全社で提供していくことで、外
出が困難な状況下においてもメガネ・
コンタクトレンズ・補聴器に関する顧客
ニーズや悩みに対応している。
　なお、出張や送迎サービスにおいて
はスタッフのマスク着用や機材消毒を
徹底するほか、顧客にもマスク着用を
依頼し、体温が37.5度以上の人、体調
のすぐれない人の利用は断ることで、
顧客・従業員の安全を確保しサービス
を提供している。

　一般社団法人日
本ジュエリー協会
（JJA。小山藤太会
長）は、新型コロナ
ウイルス感染拡大に
伴い、6月16日から
応募受付を予定し
ていた「JJAジュエ
リーデザインアワー
ド2020」の中止を、
4月24日付で発表
した。
　また8月19日に予
定していたジュエ
リーコーディネー

ター検定（第16回1級、第22回2級、第
41回3級）を中止すると4月27日付で
発表した。なお、今後の試験については
決定次第同協会のウェブサイトにて知
らせるとしている。
　さらに、「3月単月の企業活動への影
響調査」及び「各会員会社の施策調
査」の集計結果をジュエリー議員連盟
に送付。具体的把握によるジュエリー
業界の厳しい状況の理解及び会員各
社の施策実態と課題の理解を通じて、
「資金繰り支援」を中心とした支援策
の迅速な対応について関係先への働
きかけを申し入れたと4月27日付で発
表した。
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+思考で、今を乗り越え明るい未来を目指しましょう！！　
　様々な情報収集に力を入れている人が多い中、この状況に適した販売や新たなサービスの情報が増えています。
　新たな価値の創出では、オンラインによる無料提供も新たな価値への布石です。これからの産業の発展には、新た
な提案が必要です。多くの人による多彩なアイデアや思いによって生まれた新しい提案が、きっと産業の発展を強く
後押しすることでしょう。明るい未来に向け、色々な意見を募集します（匿名可）。hayato@carol.ocn.ne.jpまで

－ご意見募集中－
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